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該当

(1)授業の達成目標 【ディプロマ･ポリシー】授業で得られる「学位授与の方針」要素 ⇔

ＭＳ２６カリ(保健学), ＭＳ２５カリ(保健学), ＭＳ２４カリ(保健学), ＭＳ２３カリ(保健学)

【保健学】保健・医療・福祉の現場において独創的な観点で研 保健・医療・福祉現場における老年看護学領域の研究課題を独
究を推進する能力を有する。 創的視点から明確化し、研究計画に基づいて修士論文を作成で

きる。
⇔

ＭＳ２６カリ(保健学), ＭＳ２５カリ(保健学)

【保健学】国際的な諸問題に積極的に取り組み、共同研究や活 国内外の老年看護学領域の諸問題に対して、高い倫理観と国際
動に参画できる能力を有する。 的視点をもって取り組み、研究活動に主体的に取り組むことが

できる。
⇔

(2)授業の概要 老年看護学領域に関するテーマを設定し、適切な研究方法を用いて研究を遂行し、修士論文を完成させ
る。

※本授業は男女共同参画に関する内容を含んでいます。
※本授業，担当教員の保健医療福祉職（看護師）としての実務経験を活かして講義を行います。

(3)達成目標（一
般学習目標ＧＩ
Ｏ）

研究テーマの設定から、研究論文作成の一連の過程を通し、高い倫理観と科学的基盤に基づいた問題解
決のための基礎的能力を習得する。

(4)達成目標（個
別行動目標ＳＢ
Ｏｓ）

1）研究テーマを設定できる。
2）適切な研究方法を選択して研究計画書が作成できる。
3）倫理委員会提出用の書類が作成できる。
4）データの収集ができる。
5）データの分析ができる。
6）研究論文を作成することができる。
7）研究成果のプレゼンテーションができる。

(5)授業計画 1）研究テーマを設定する。
2）適切な研究方法を選択して研究計画書が作成する。
3）倫理委員会提出用の書類を作成する。
4）研究計画書に準じてデータ収集する。
5）研究目的にあったデータ分析する。
6）研究論文を作成する。
7）研究成果をプレゼンテーションする。

※日時は、学生個々の在籍予定期間や研究テーマ、進捗状況などを勘案し、受講学生と検討のうえ決定
します。研究の進捗により所要時間は異なりますが、項目ごとに複数回の指導時間を加え、相当程度の
事前事後の自主研究時間を要します。

(6)授業の進め方 指導教員（教授）と指導補助（助教）による個別指導で進めます。

(7)履修上の注意
・事前事後学習
の内容

【事前学習】
教員と共有した課題を文書等にまとめて個人指導に臨んで下さい。
【事後学習】
個人指導で明確になった自己の課題に対する解決策を考え、行動し、次の授業までに準備をして下さい。

(8)成績評価の方
法

修士論文の完成度、および審査会と発表会でのプレゼンテーションで評価します。

(9)成績評価の基
準

下記の評価項目の合計点にもとづき、判定基準は、90-100点(秀)、80-89点(優)、70-79点(良)、60-69点
(可)、60点未満(不可)とします。
①研究主題の探求に際して利用した関連資料・文献について、正確な読解、的確な把握、また妥当な解
釈がなされ、客観的に正当な批評が提示されていること（20点）
②研究主題の探求に際して実施した調査が、適切な方法に基づいて行われ、その分析が精確で、解釈や
結果が妥当であること（20点）
③問題提起から結論に至る論証方法と論旨が、明解かつ妥当で、調査資料の提示と展開方法が適切であ
ること（15点）
④論証の方法や結論と成果が、先行研究との関連あるいは研究史に照らして十分な独創性と意義を有す
ること（15点）
⑤語句や文章表現が的確で、かつ表現力に優れていること（15点）
⑥本分、章立て、注記、参考書目あるいは図表など、部分的かつ全体の構成において、論文としての体
裁が整っており、その完成度が高いこと（15点）

(10)学生へのメッ
セージ並びに質
問，相談への対
応

入学時と進級年度の4月に作成する「研究指導計画書・報告書」に準じて、主体的に研究活動に取り組む
ことを期待します。なお、メールでの質問・相談は随時受け付けます。訪室する時は、事前にメールで
日時調整をして下さい。
會田信子：aida@shinshu-u.ac.jp
塚田尚子：igarashi_naoko@shinshu-u.ac.jp



【テキスト，教
材，参考書】

適宜、紹介する。


